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垂直モザイク社会カナダ･トロントのカリブ海地域

出身者の祭り，カリバーナの意味

江口信清

はじめに

昨今，世界は国家の解体と民族問題が著しくなる一方で，多様な民族の一元化，言

い替えれば多様な民族出身者が－つの空間に共生する程度が，かつてないほどの規模

で著しくなっている。カナダは，憲法でも，実際の政策においても多様な文化を認め

る多文化主義を採用してきた。カナダ国民という大枠のみを共有さして，それぞれの

出身民族の伝統的な文化を尊重し，それらを各人が誇りをもって維持していけるよう

にとの政策は，試行錯誤を重ねながらも，一定の成功をおさめながら新たな段階を迎

えてきた。このようなカナダの最大の都市圏，トロントには１００を越える異なった民

族の出身者が共生している。

このトロントにおけるカリブ海地域出身者の祭り，カリバーナはカナダの建国100

年目にあたる1967年に始められたが，それからわずか25年しか経っていないにもかか

わらず，現在では北アメリカ最大の祭りの一つにまで成長している。垂直モザイクと

表現されるカナダの社会経済的な民族構成の底辺に位置してきたカリブ海地域出身者

の祭りが，なぜこれほどの規模にまで成長したのか。これを支えてきたカリブ海地域

出身者と，彼らと同じ空間に共生してきた他地域・他民族出身の人びととの関係が，

カリバーナをつうじてどのように変化してきたのか，多民族・多地域出身者が共生で

きる都市を創造するためにカリバーナはどのような意味を示唆するのか，などの問題

意識が筆者にはある。本稿ではとくにカリバーナという祭り全体の一部であるカリ

バーナ・パレードに焦点をあて，上述のような問題に関して分析・考察する１１゜この

研究を通じて都市における多民族間関係のあり方，都市の祭りの意味などが明らかに

される。
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１祭りのもつ多様な意味

（１）祭りとコムニタス

祭りは洋の東西，歴史，民族そして宗教の如何を問わず行われてきた。祭りという

儀礼が，日常的なものではないことは広く知られてきたし，また研究されもしてき

た。祭りの最高潮には，それに参加する人たちは陶酔と忘我の状態を一時的に持ちえ

る。この状態は，人びとの衰えた，あるいは不活性化した精神や日常的な秩序を再生

させる力を持つものである，と考えられてきた。日本の民俗用語でいう「ハレ」はま

さにこの状態を実現する時空として捉えられ，日常の時空「ケ」が衰えて「ケガレ

(ケが枯れた状態)」に至った状態を再生させるための時空なんだ，という指摘はこれ

までに多くの研究者によってなされてきた（波平1985；桜井1982；他)。異文化にお

ける祭りとして，たとえばカーニバルについての類似の研究が多くなされているし，

その他の祭りにかんしても取})挙げられている（たとえば，Turnerl982;ＥＣＯ，

lvanov，andRectorl984;Alessandrol987など)。祭りの特殊な時空においては日常の

社会秩序の下にあるものとは異質な状況が創り出されている。日常を社会的に構造化

された秩序からなるものとしたばあい，この特異な時空は反構造の状況，すなわち

ヴイクター・ターナーがコムニタスと称した状況に該当する。コムニタスと称せられ

る社会状況の下では，人々は日常的な社会関係から解き放たれ，首尾一貫した秩序の

下にある日常世界とはまったく異なった経験をする。日常に対して反構造的で，異質

な状況においては人々は平等であり，根元的な人間のきずなが生まれる。それは，再

び人々が構造化された日常へ戻っていく活力を与え，それなしには社会全体が存立し

えないものと解釈される(Turnerl969)。

このようなコムニタスの状況は通過儀礼の境界期，すなわち個人が今まで属してい

た古い地位から分離・離脱し，新たな地位へ統合するまでの移行の過程に実現され

る。通過儀礼の境界期は，地位や性の転換，あいまい性，苦痛，暗闇，始源,性などの

要素を伴うのが一般的である。精神的に活性化するために，私たちは繰り返しに近い

単調な日常生活を逃れて，様々な形でなんらかの通過儀礼（これは強化儀礼と称する

のが適当だが）を行ってきた。比ゆ的にいえば，ガソリンの少なくなった車は出力が

弱くなるので，ガソリン・スタンドという特殊な場所でガソリンを補給し，再び走り

はじめる。祭りのような現象は，私たちにとってまさにガソリン・スタンドでのガソ

リンの補給にほかならず，精神的なガソリンの補給といいかえることができる。

非日常性からなるコムニタスの状況の存在についてははやくから指摘され，ファ
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ン・ヘネツプが通過儀礼の過程に，そしてホイジンハやカイヨワが遊びの過程にこの

状況が含まれることを考察している（vanGennepl909；Huizingal938；Caillois

l958)。ターナーのコムニタスの概念は，ファン・ヘネップの通過儀礼の「移行」の

概念を発展的に考察し，象徴的にこの時期の儀礼の本質を捉えようとしたものに他な

らない。

（２）祭り・カーニバルと再生

カーニバルの時空はコムニタスの状況を実現できる，という点についてはターナー

も指摘している。これはカーニバルのみにではなく，祭り（祝祭）一般にも当てはま

るが。したがって，日常的には社会経済的に民族の垂直モザイクの底辺に位置してい

る者であっても，このカーニバルの時空においてはそれを一時的に逆転させることも

可能になる。肌の色，出身地，文化などの違いによって差別され，虐げられてきた人

たちが自ら現実の自分自身とは異なるもの，たとえば「キング」や「クイーン」など

に仮装し，どんちゃん騒ぎをつうじて蓄積されてきた不満，うっぷんを解消すること

が一時的に可能になる。そしてカーニバルの終了とともに，ふたたび日常の秩序，構

造の中に戻っていく。

しかし，この状況はカーニバルの参加者だけでなく，周辺も変化することによって

はじめて可能になる。いいかえれば，特定の集団（参加者）だけでなく，彼らと接触

する人たち（見物人）も同じ非日常性を受け入れることによってはじめてこの状況が

可能になるし，両者ともに精神的に活性化できる。これができないぱあい，カーニバ

ルのような時空は体制にとって危険なものになり，不満，うっぷんが攻撃性＝暴力

(暴動）という形になって表現されることすらありえる。したがって，社会経済的に

垂直モザイク的な構造をもつ社会では，体制は浄化装置としてカーニバルのような時

空をつねに保障しなければならないし，他方では集団の攻撃性＝暴力（暴動）を恐れ

るがゆえにそれをやらせたくない，という二重の拘束に縛られるのである。カリブ海

地域社会では，程度の差こそあれ，同様の現象が歴史的にみられた（たとえば，ドミ

ニカの事例は江口1990，第三章参照；トリニダード・トバゴの事例はWuestl990を

参照；他)。

体制は社会経済的弱者が実施するカーニバルなどに積極的に協力することによっ

て，垂直モザイクといった構造を維持することができることになる。そして，参加者

と見物人とが一体になれるコムニタスの状況が実現できれば，垂直モザイクが水平モ

ザイクへと変化することになる。しかし，体制がそれに否定的なぱあい，摩擦が生じ
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ることは自明のことであり，暴力（暴動）が生じることになる。後述するイギリス

は，ロンドンのノッティング・ヒル・ゲイトのカーニバルでしばしばこのような状況

を経験してきた(Sivanandanl982;Bunyan1982;ｅｔａＬＬカーニバルはこのような多

様な力を持つものと理解できる。

２カリブ海地域出身者とカリバーナ

（１）カリブ海地域出身者の歴史

カリブ海地域からカナダへの移民の簡単な歴史については別稿ですでに触れた（江

口1988)。彼らの歴史は，アフリカ奴隷がカリブ海地域を経由してフランス人に連れ

てこられたことに始まった。しかし，この地域からカナダへの移民が本格化するのは

第二次世界大戦後のことである。カリブ海地域出身者のうちでもハイチ，マルチニ

ク，グアドループなどのフランス語圏出身者はフランス系住民が集中し，フランス語

が第一の公用語になっているモントリオールやケベックをふくむケベック州に，そし

て英語圏出身者はおもにトロントを含むオンタリオ州に集中する傾向にある。統計的

にみればフランス語を母語とするものは，1986年ではカナダの全体人口の約23.5パー

セント，そして英語を母語とするものは約62パーセントを占めている。とくにカナダ

東部のケベック州は16世紀の初頭にフランス人の手によって開発されて以来，1763年

のバリ平和条約以降イギリス領に併合されてからもフランス系住民がこの州の総人口

の約83パーセント（1986年)，ついでニュー・プランズウイック州で33.5パーセント

を占め，その他の州では圧倒的に英語を主に話す人口が占めてきた。

第二次世界大戦後の移民の動態をみると，とくに1960年代から1970年代にかけてカ

リブ海地域からカナダへの移民は男女ともに急増した。1968年以降カナダでの経済状

況の好転と低賃金の手労働力の不足が移民を促す要因となった一方で，もちろん移民

を輩出するカリブ諸国の社会経済的な状況が移民を促進させる強力な要因となってき

た（江口1990の第５章参照)。後者はバナナ，コーヒー，ココナッツといった換金作

物の栽培以外にはこれといった主だった産業がなく，換金作物の価格も世界市場で低

迷する状況が続いてきたからである。統計によれば，1946年から1979年の間に約

188,000人の移民がカリブ海地域からカナダにやってきているが，実際にはもっと多

くの人たちがこの地域から入国していることが推測できる。なぜなら，最近までカナ

ダの移民の統計の算出の仕方が移民直前の居住地によって分類されるものだったの

で，イギリスを経由して入国した人たちがしばしばイギリスからの移民として統計上

扱われているからである。さらに，カリブ海地域の中国系，インド系移民もアジア系
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移民として扱われる傾向にあったので，統計数字はおおまかな傾向を知るため以外に

は使えない。

1989年にはカナダに総計192,000人の移民がやってきた。そのうちカリブ海地域と

ラテン・アメリカからのものは13パーセントを占めている。1980-1989年の１０年間で

カリブ海地域からの移民で多かったのは，ジャマイカから34,852人，ガイアナから

32,741人，そしてハイチから22,704人である(Loganl991:ｐ､12)。また，同じ期間に

移民が好んで定着する都市としては，トロントが424,096人，ついでモントリオール

181,411人，そしてバンクーバー135.873人という順になっており，圧倒的にトロント

が好まれている(ibid:ｐ､１２）（表１）。

表１大都市圏別移民の分布（1980-1989）

15大都市移民累積数

トロント

モントリオール

ヴァンクーヴァー

カルガリー

エドモントン

ウィニペグ

オッタワ・ハル
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レジナ

人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人

６
１
３
８
６
３
１
０
８
６
６
９
７
２
６

９
１
７
７
６
４
５
０
９
６
９
８
８
５
６

０
４
８
５
７
１
０
４
５
３
３
６
７
５
４

９
９
１
９
９
９
７
１
１
勺
勺
９
９
９
９

４
１
５
８
６
１
９
４
７
７
２
９
８
７
７

２
８
３
５
５
４
３
２
１
１
１

４
１
１

出典：Logaｎ（1991:ｐ,12)．EmpIoymentandlmmigration

Canada，ImmigrationStaLisLicsI)ivision．

移民は入国する苔いにどのような資格を要求されてきたのだろうか。まず，女性の

ぱあいの正式の移民としての受け入れに関しては，「後援者を持つ移民」ないしは

｢推薦移民（現在，この地位は「家族クラス」と称されている)」としての地位でしか

認められなかった。かれらのほとんどが住み込み家政婦などの職に就き，それ以外の

職に就くことはほとんど不可能に近かった。しかし，家政婦などの職は賃金も少な

く，かつ不安定であり，職を失うと社会保険の受給もなく，しかも短期間のうちに新
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たな勤め先を見いだすことができなければカナダの移民法に従って帰国せざるをえな

かった`'・他方，男性は1970年代中ごろまで短期の移民として訪れていたが，彼らの

ぱあいには２，３ヶ月間を農業労働者として働き，帰国するばあいが多かった。もち

ろん，そうでないぱあいもあったが，いずれにしても下級賃金労働者として勤める以

外は就業機会も限られていた。女性が先にカナダに来ている夫に「後援者を持つ移

民」として合流するためには，夫の素行や就業状況などが移民局によって慎重に考慮

されたことはいうまでもない。

労働許可制度のもとでは，たとえば住み込みの家政婦を止めて，より賃金の高い他

の職に就くことはできず，入管当局によって与えられた時間内に別な家政婦の職を見

いださなければ，強制退去の対象になってきた。したがって，家政婦などの職を止

め。新たな職を得ることなく帰国しないでそのままカナダ国内に居住し続ければ「不

法移民」として扱われるわけである。現在でも，不法移民は相当数にのぼるとみられ

ている。不法と分かって雇われているばあいには，それだけ賃金も値切られ，それに

たいして文句もいえない状況である。トロントもけっして差別のない社会ではなく，

また働けばそれに見合う現金収入がかならずしも保障される社会でもないのだ。

（２）垂直モザイクの底辺

カナダ人社会学者のジョン・ポーターは，カナダを民族の「垂直モザイク」社会で

あると表現している。カナダの総人口の約45パーセントがイギリス系，３５パーセント

がフランス系，そして残り20パーセントがその他の民族を祖先にもつ人たちである。

しかも，カナダの経済的上層に該当するエリート760人のうちの92パーセントがイギ

リス系で，７パーセントがフランス系であり，１パーセントが他の民族出身者である

とポーターは報告している（Porterl965)。すなわち，垂直モザイクという状況は，

社会経済的，そして人口上も多数派であるイギリス系住民をもっとも支配的な民族，

ついでフランス系・・・というように多様な民族が垂直的に構造化されている有様を

意味している。こういった状況では，ワスプ（｢ホワイト・アングローサクソン・プ

ロテスタント」の略）の価値体系を基盤にした文化がカナダ文化ということになり，

ワスプ文化を中心に各民族の引きずってきた下位文化（サブ・カルチャー）を身に付

けた人たちが分布し，全体としてのカナダ社会を形成しているのである。

垂直モザイク的な状況が，トロントに今日でも存在することはロバート．Ｇ・

シャープの論文で指摘されている。彼はトロントにおける労働市場とカリブ海地域出

身者を含むｒ可視的」少数者との関係を分析した。その結果，彼らは今日でも社会経
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済的な垂直モザイクの底辺に位置し，支配的なイギリス系住民よりも不利な位置にあ

ると結論づけている(Sharpel985)。これには様ざまな理由が考えられるが，その一

つは，これまで底辺に位置するものが自分たち自身の文化的遺産を誇りをもって社会

の他の構成員たちに積極的にアピールする場を持つことが困難だったために，他の構

成員たちがこれらの人たちを偏見をもって見続けてきたことが挙げられよう3)。カナ

ダの掲げる文化的モザイクという理想が，白人にとってはかならずしも白人以外の文

化をも含むものではなく，カリブ海地域出身者のような非白人（もちろん白人もいる

が，圧倒的に少数看で，大多数はアフリカ系である）に対してはつねに白人による執

ような人種差別が存在してきた，と認識する研究者もいる(Brownl987:65)。

（３）カリブ海地域出身者の居住区

カナダへやってきた移民は，移民当初は同郷，あるいは同族の者が多くいる所にと

りあえず落ち着く。トロントではその人口約300万人の約１０分の３を占める，英語以

外を母語とする多様な民族の多くが，民族ごとにおおざっぱな住み分けをしている

(江口－久1988)。中国系カナダ人のチャイナ・ダウン，イタリア系カナダ人のリト

ル・イタリアンしかりであり，カリブ海地域出身者のばあいも例外ではない。大トロ

ント圏でみれば，ヨークとスカーポロ，そしてトロント市内に彼らの大きなコミュニ

ティが観察できる。トロント市内でいえば，経済的，政治的中心地の北に位置するバ

サースト通りを中心にカリブ海地域出身者の居住空間は広がっている。この通りの両

側にはキリスト教会，カリブ海地域の食料品店（ヤムイモ，タロイモ，バナナ，プラ

ンティン，アッキー，をはじめ様々な食品を置いている）からコイル状の毛髪の手入

れをするパーマ・理髪店，カリブ海地域料理屋，八百屋，雑貨店，そしてカリブ海地

域に関する書物やレコードを扱う店舗などが並んでいる。

この地域一帯の家賃は他の地域に比べて相対的に安く，一般的には低所得者階層の

居住区と見なされている。街角では第二次世界大戦中トリニダードで石油ドラムを利

用して始められたカリプソやジャマイカの首都キングストンのスラム街で戦後演奏さ

れ始めたレゲ，そして後にカリプソとアメリカ南部の黒人の間で中心的なソウル音楽

との混交であるソーカなどカリブ海地域社会の音楽がラジカセを通じて流れている。

あるいは，ラスタファリアンやレゲ歌手をプリントしたティー・シャツやカッセッ

ト・テープを売る露店も並んでいる。これらの人びとどうしではカリブ海地域で広く

用いられているフランス語を基礎にし，西アフリカの単語なども多く含むクレオール

語やひじょうになまりのある，カリビアン・イングリシュで話されている。これは，
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もちろん，どの島出身かによって異なっていることはいうまでもない。衣食住が一つ

の地域に集合することによって精神的にも，そして経済的，文化的にも住み易いこと

は確かだ。故郷のニュースはコンタクト，シェアー，あるいはザ・カリビアン・カメ

ラといったタブロイド版の新聞をつうじてあるていど知ることができ，もう少し細か

い点にかんしては各コミュニティにある図書館に多くのカリブ海地域住民対象の新聞

類が設置されている。このような民族別の住み分けはカリブ海地域出身者に限らず，

他の民族集団にあっても観察できる事実である。

しかしながら，衣食住が－つの空間に集合しているとはいっても，民族としての特

徴，あるいは出身地域の文化的特徴を持ち続ける努力をしながら，他方で，カナダと

いう国家の，さらにトロントというカナダ最大の都市で生きていくためには必然的に

他の民族とのなんらかの共通項を持たざるをえない。この共通項はたとえば憲法，英

語，あるいはフランス語という言語，義務教育，そして赤くカエデを染め抜いたカナ

ダ国旗の下でのカナダ人としての国民アイデンティティ，そして多様な民族と共生す

るということにかんする価値観，など多くの点を列挙できる。しかし，民族，あるい

は出身地域のアイデンテイテイに関してはどうであろうか。居住区はあいまいだが他

の民族といちおう境界をもって区切ることができる。しかしながら，当然この地域に

居住する人たちは境界内に孤立して暮らしているわけではない。それでは物理的境界

を越えたなんらかの契機をつうじて民族的，出身地域のアイデンティティが意識さ

れ，醸成されるのだろうか。彼らに対する人種的，社会経済的差別はその－つであ

り，差別されることによってぎゃ<に「カリブ海出身」であることを強烈に意識させ

られることは確かである。同時に，先にも述べたように自分たちの維持してきた文化

的遺産を社会の他の構成員に積極的にアピールし，その良さを理解せしめ，そしてそ

れの一部分を共有するという段階にまで到達して，はじめて多文化主義を標ぼうする

カナダの理想（水平モザイク）に近付くことができることになる。その重要な契機と

なるのがカリバーナなのである。

３カリバーナの構造

（１）カリバーナとは

カリバーナ（Caribana)は「カリブ海地域のもの」というふうに訳せる。とくに，

トロントではカリブ海地域住民が中心となって実施される年中行事，祭りのことを指

している。これが正式に始まったのは1967年のことであるが，事実上は1966年12月に

トロント在住のカリブ海地域出身者の間で歌，踊り，音楽の祭典が催されたことに始
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まる。1967年は，カナダ建国100周年に当たる。当時，連邦政府はカナダの多文化主

義を内外にアピールするために，国を構成する多くの民族（地域）出身者が，それぞ

れの文化的遺産を他の人たちと共有することを考えた。そのために1966年９月に，連

邦政府がトロント在住のカリブ海地域出身者（主にトリニダード・トバゴ出身者）に

このような計画を持ちかけ，それが受け入れられた。これが正式のカリバーナ誕生に

つながる。そしてこれの運営母体としてＣＣＣＡ(CaribbeanConlmitteeforCultural

Advancement)が結成され，1967年７月28日にこの組織が法人化された。法人として

の活動目的に７点が挙げられている。活動目的の最も主要な点はカリブ海地域文化の

振興ということであり，そのためにもカリブ・コミュニティ・センターを創りだす必

要があるということであった。

ＣＣＣＡは，誰でもが十分楽しめるようにカリバーナ実施の日を夏のゆっくりとし

た週末に設定した。こうすることによって，人びとは暖かい日和の下でゆっくりと祭

りを堪能することができると考えたからだ。これ以降，カリバーナは８月の週末に固

定化されていくことになる。

（２）カリバーナ：カリブ文化委員会

カリバーナ実行委員会の正式名称は「カリブ文化委員会」（CaribbeanCultural

Committee)である。「カリバーナ」はこの委員会の登録商標である。1991年度の委員

会は議長１人，財務１人，書記１人，そして一般理事11人からなっている。これらの

委員の出身国をみてみると，議長をはじめ10人までがトリニダード・トバゴ出身者

で，ジャマイカ出身者が３人，そしてアフリカ出身者が1人となっている。理事は名

誉職であるが，彼らとは別に常務理事が１人と秘書1人が有給で雇われている。常務

理事はやはりトリニダード出身者で，秘書はジャマイカ出身者である。

理事会は２週間に一度定期的に開催されるが，常務理事と秘書は多くのヴォラン

ティアともども毎日出勤して，雑多な業務をこなしている。理事にトリニダード・ト

バゴ出身者が圧倒的に多いのは，人口的に多いことと，トリニダードにカーニバルの

長い伝統があることを反映している。ジャマイカのばあい，カトリックの陰は薄く，

カーニバルに馴染みはないが，しばしば「ジャマイカン」といえばカリプ海地域出身

者の別称として通用するほどトロントで人口的に多いことを反映しているようだ。現

在の理事長はもともとトリニダード出身であるが，1970年からオンタリオ州政府法務

省に勤めてきた。これまで州検事，州検事主事などの地位を経験してき，1991年４月

から法務省の最初の人種関係コーディネーターに就任した。この地位で彼は法務省の
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ために反人種主義対策を作成し，それを履行することが義務になっている。名誉職と

して，彼は過去にトロントと地区・サッカー連盟の会長や副会長，そしてオンタリ

オ・サッカー協会の理事にも就任している。州政府とカリブ海地域出身者との間の

コーディネーターとして，彼は適任者なのである。他の理事は弁護士，会計士，エン

ジニアなどさまざまな職種に付いているが，トロントのカリブ海地域出身者の間では

エリートといえる。

理事はカリブ委員会の会員の中から３年任期で互選され，ｌ/3の理事が毎年クジで

退任するが，資格があるかぎり総会時の選挙で再選ざれえる。会員数は現在そう多く

はない。しかし，カリバーナの成長は会員数に確実に影響を与えている。委員会は２

年前から年間１回コミュニティの広報をつうじて会員を募ってきた。このかいあって

か1990年にはたった97人だった会員が，９１年には350人にまで増加した。委員会の内

規（By-LqujsjVD､IC"1`'tllBy-L(mls）の会員権の資格の条項によれば，理事会で認め

られ，年会費を支払い，会員としての義務を履行する限りにおいて希望者は会員には

なれる。しかし，常務理事の話しでは，黒人・カリブ海地域出身者であることが資格

の非成文化された必要条件である，ということである。現在，改正法を検討中で，準

会員権を付け加え，カリブ海地域出身者以外でもカリバーナに参加できるようにした

いということである（常務理事の談：1991年８月７日)。

(3)カリバーナ・パレード参加者

（ａ)パレード・バンドの資格

1991年のカリバーナのスケジュールは表２の通りである（表２）。

表21991年カリバーナ・スケジュール

７月22日市役所で公式に祭の開始が宣言される（無料）

７月26日市役所でのカリバーナ・ウォーム・アップ・パーティー開催（無料）

７月２４，２９，３０，３１日，８月１日，２日カリバーナ月夜のクルーズ（有料）

７月28日ランポート・スタジアムでジュニア・カリバーナ競技（有料）

８月１日ランポート・スタジアムでのバンドのキングとクイーンの衣装競技(有料）

８月２日大カーニバル・ダンス（有料）

８月３日カリバーナ・パレード（街路では無料；スタジアムでは有料）

８月３日カリバーナ・ダンス（有料）

８月４，５日オリンピック島での音楽祭（有料）

註：ＣＡﾉ?ﾉB八ｊＭノ99ﾉﾉj`b'２２tOAtlgilsf5I991より作成。

７月22日に始まり，８月５日にまでの15日間のスケジュールである。このうちでも，

とくに無料の部分のパレードが多民族出身者が一時的にコムニタスの状況を実現でき
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る，祭りのもっとも重要な部分なのである。祭りの中心部分である。このパレードに

は多くのバンドが毎年参加し，それぞれのバンドの衣装やその意匠で競い，キング

(男性）とクイーン（女性）を選ぶというわけであるが，それぞれのバンドがなんら

かの音楽を奏で，ダンス（｢ジャンプ・アップ｣）をしながら行進するというのが特徴

になっている。パレードに参加するバンドはすくなくとも次のような資格を満たさな

'ナれなならない：

１．カリブ文化委員会の登録用紙に必要事項を書き込み，署名，提出し，そして

’００ドルの保証金と（1991年のぱあい）1991年６月15日土曜日午後２時までに委

員会あてに現金，ないしは署名した小切手，あるいは郵便為替で２５ドルの登録費

用を払うこと。初めてカリバーナ・コンテストに参加するバンドは，衣装のデザ

インのコピーを提出しなければならない。

２．カリブ海地域の精神に寄与し，その文化遺産を反映し，仮装行列の伝統を維持

するようなテーマ，ないしは課題を表現しなければならない。

３．次の少なくとも一つを伴わなければならない：生音楽，ディスク・ジョッキ

ー，あるいは文化的に動かされる音楽アンサンブル。パレードのルートに沿って

音楽を奏でるすべてのアンサンブルは,委貝会に公式に登録しなければならない。

４．最小限60人の仮装行列参加者を持たなければならない。

５．ゲスト・バンドは委員会に登録しなければならないが，コンテスト参加の資格

はない。

６．カリバーナ1991年以前に北アメリカの外で催されたコンテストで使われた衣装

は，カリバーナ・コンテストに参加が認められる前に許可を得なければならない

（CaribbeanCulturalConlmitteel991RMﾙｓｑ)1．ノ?291`lqlio"ｓｌ９９ＩＰＵｍｄｃＱ／

Ｂｕｊｚｄｓ)。

この他に，行列を整理するために各バンドは仮装行列参加者20人に１人の割合で整

理貝を用意しなければならないことや，カーニバル・キングやクイーン・コンテスト

に関する規則をはじめ，多くの点が規則集に記されている。

(ｂ)バンドのテーマ

1991年のパレードに参加したバンドの各テーマや特徴の一覧表が表３である。

表31991年カリバーナ・パレード参加バンドとその特徴

（１）ｒカリブ・ファンタジー』

（２）『現実的な」ボディ・ベイントやペイントされた衣装が用いられる。
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『様々なトライブのダンス』多くの羽毛や輝く物を使う。このバンドは中国人，
アフリカ人，インド人の文化集団のエスニシテイの特徴を描く。

『世界のジプシー』ジプシーの神秘・性をもたらす。インド，フランス，イラン，
モロッコなど世界中からのジプシーが参加する。参加者はシフォンとサテン

の衣装を付け，トリニダード・トバゴの一流のブラス・バンドの一つ，アト

ランテイクの音楽で踊る。

『光の王国』自然光と考えられるシンボルを描く。「たそがれ」や「日光」を含
んで表現される。「信号灯」と呼ばれるものも表現されている。

『パラダイス』「パラダイス」と呼ばれる神秘的な所で見いだされると思われる

あらゆる良いものを表現している。衣装は，花，鳥，蝶，そして他の色彩豊
かなものを表現している。

『色彩物語り』９部の色彩豊かな衣装から構成されている。「湾岸の火」「ダ
ラー・ワイン」「マルコ・ポーロの冒険」「祝宴中」「何かを掴み，振れ」など
のテーマから成っている。

『アウタ・デイス・ワールド：トリニダード・トバゴ』

『日本祭り』仮装者は「春祭り」「収種祭」「空手」「忍者」のような日本文化に

関する様々な祭りやテーマを描く。

『明日のアフリカ』アフリカの全部族が一つになるという夢を描いている。参

加者は赤，黒，銀，金色の衣装を付ける。

『アフリカの統合」このバンドは，アフリカの異なった部族が溶け合って「統

合」することを描いている。

｢アラビア・ナイト』この「ペルシャ湾」に由来する創作は，砂漠での生活を

描いている。バンドの部分は妻，神殿の処女，ハーレムのダンサー，扇を持

つもの，ハーレムの瀞護人，そしてオアシスから成っている。衣装は軽いシ
フォン，絹，サテン，ヴェルヴェット，そして錦から作られている。

『珊瑚礁にて』海の不思議さを描く。仮装者は水，波，蛸，魚，そして珊瑚を

描いた衣装を付ける。

『物事の本質』このバンドは，自然の中に見いだされるあらゆるテーマを描く。

とくに，沢山の輝きと色彩を使用する。

『一つに統合したカリブ海地域」様々なカリブ海の島じまの国旗を描く。

『カリバーナの魔法の瞬間』カリバーナに溢れる興奮と色彩を描いている。

rホット１ホット１ホット！』熱を作り出すものを描く。一つの部分は「太陽

崇拝者｣，他は，「火，火」と呼ばれる。金や赤のような明るい色がふんだん
に使われている。

デオーシャン・ファンタジー」

『蝶の飛行』このバンドは，労働組合による初めてのものである。あらゆる形

や大きさの蝶が青と金色の労働組合の公式の色の衣装を付けて，レークショ

アー・ブルーバードに沿って蝶のようにパタパタ歩く，という美しい光景を

作り出す。

『カルチュラル・ムード：パレードでの他日』このバンドは何年間もカリバー

ナでレゲを演奏してきた。バンドのある部分では，ラスタファリアンが特徴

付られ，明るい色の衣装を付け，他の部分では「ポコマニァン」のスピリッ
トを思い起こさせる。
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（21）『カルメン．バイア．マルハー』カルメン．ミランダの「ハリウッド的な側面」

や，北東ブラジルに位置するバイア州の神秘主義とリズムを描く。さらに，

女性の強さと美しさも描き出す。

(22）『悪魔のパラダイス』このバンドの参加者は，悪魔が赤い色の衣装を付けて街

路に出たとき，地獄の激しさを経験するだろう。

（23）『困難な時期』

（24）『短足とジャブ゛ジャブ』。デヴイル゛バンドを中心に，伝統的なグレナダの祝

祭と音楽を特徴とする。

(25）『全員甲板に』このバンドは伝統的な「船員仮装」にちなんでいる。メンバー

は船員の服装をする。

（26）了ポルカデリック・アドヴェンチャー』このバンドは，様々な形と色彩の水玉

模様を特徴とする。

（27）『文化的創造の解け合うクロスロード』

（28）『異なった世界』

（29）『ドラミング』

（30）『フィエスタ・デ・タンポール』

（31）『法と秩序』

（32）『色の付いたワイツクブリ』（ドミニカ゛カーニバル委員会による)。

（33）『太陽の中の貴方の場所』

＜ゲスト・バンド＞

（34）『カリビアン・コネクション』参加者はバンドの印を染めぬいた色彩豊かな

ティー．シャツを着る。

（35）『カリビアン・ファンタジー』エアー．カナダが飛ぶカリブ海地域や様々な飛

行先を描く。

（36）『我々の多様さを祝して』（オンタリオ市民権省による)。バンドは市民権省で

働く人たちからなり，オンタリオ州の文化的多様さを祝す。

（37）『飲まずに乗れ』（オンタリオ法務省とドミニカ国オンタリオ協会による)。こ

のバンドの主な特徴はソロモン，すなわち骸骨である。他のメンバーは「生

きて着け｣というスローガンを染めたテイーシヤツを着る。骸骨は次のよう

な言葉を示している：「私は飲んで運転した，しかし生きてられなかった」

（38）『砂漠の嵐』このバンドの参加者はいろいろな味で満たされたアイスクリー

ム．コーンやパイをかたどった衣装を着けている。

（39）『より良き明日のために共に働こう』大トロント圏の警察が初めてこのパレー

ドにこのタイトルで参加した。（カリブ地域出身者の）コミュニティと警察と

のよりよい関係を築く試みである。

（４０）『ドラッグ撲滅』これはカナダのミドル級チャンピオン，ドノバン・ブシヤー

を取り上げている。彼は麻薬薬災についてのパンフレットを手渡す。

（4,）「セサミ．ストリート』テレビのセサミ・ストリートを特徴としている。

（42）ｒヴァット・１９．フオンクレアー』

註：バンドの特徴については，…”紙，vol,14(16)，AugustL1991より作成。観察によれば，

微妙な色彩は周囲の環境と融け合って，何とも表現できない素晴らしさである。ｓｌｗ,?紙

（August８号）などの公式報道によれば，参加バンド数は50になっているが，ここでは確認
できた数のみを挙げておいた。
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バンド・リーダーの約90パーセントはカーニバルがもっとも盛んなトリニダード・

トバゴ出身者で，ジャマイカ２，ブラジル１，ウルグァイ１，そしてバハマ１の構成

になっている。彼らのテーマをみると，かならずしも規則集の「資格」で要求されて

いるような内容のもので統一されているとはいえないようなものもある。どちらかと

いえばカリプソの内容のような，時事的な状況を反映したテーマが多い。カリブ海地

域の文化を反映したものといえば，アフリカを主題にしたものがそれに該当するだろ

う。

各テーマは個人，あるいは集団で考案され，キングとクイーンをはじめとする衣装

もテーマに沿って考えられる。ほとんどの参加者は，自分たちが着用するはずの衣装

を，パレード直前まで見ることができない。バンドの一部の人たちによって作られ，

パレード直前まで秘密にされるからだ。カリバーナの数カ月前にバンド・リーダーが

デザインを考え，彼とヴォランテイアが材料を購入して衣装を制作する。もちろん衣

装のための費用は，バンド参加者全員が払う。あるリーダーのぱあい，彼と家族，親

族が一丸となって衣装制作に当たり，自分たちのみの負担する費用はひじょうに多

い。そして，パレードではバンドのテーマとクイーンとキングの衣装が競われること

になる。一つのバンドの参加者が数百名ということもけっして珍しくはない。

そして，音楽だ。パレードの数日前には，カリプソのスチール・ドラムやそれを何

連も備える台車の制作風景が，トロント大学の周辺で観察される。パレード出発の地

点が大学に隣接していることと，キャンパスにはゆったりした土地があるからにほか

ならない。パレード当日はトラックや台車に楽士，楽器やアンプ類を積み込み，音楽

を先頭にバンドが行進する。参加者は自ら様々なテーマに沿ってデザインされた衣装

を着けて，しかもたいていはこってりと化粧をしているので，まったく大変身してし

まう。さらに音楽や歌，さらにはアルコールが加わるので，忘我の状況が，コムニタ

スの創出が容易に可能になる。

（４）警察や労働組合，州政府の参加

1991年のパレードの参加バンドには，オンタリオ州政府の法務省や市民権省，大ト

ロント圏の警察，そしてオンタリオ州の労働組合が初めて参加している。カリブ海地

域出身者のコミュニティと警察との良好な関係を築くこと，州の文化的多様性，すな

わち文化的な豊かざをアピールすること，良い労働関係を築き，維持することなどが

その趣旨になっている。1985年のカーニバル時には，警備に当たっていた警察官一人

が見物人にビールびんで殴られ，数人の警官がびんを投げつけられるという事件が
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あった。そして'986年には，駐車場で騒いでいた連中に，警察官がやはりビールびん

を投げつけられるという事件が生じた。それ以降は大した事件もなかったが，皆が一

緒になって良好な関係を築かなければならない，という姿勢が警察の参加に見える。

最近のパレードでは警備に当たる警官もバンドの音楽に体を動かし，参加者ととも

に踊る光景すらしばしば見られ，わきあいあいとした関係が観察される。

（５）観客・聴衆

見物人はもちろんのこと，参加者，参加バンド数は1967年の初年度と比較すると著

しく増加してきた（表４)。今日のカリバーナは，北米で最大の祭りの一つにまで成

長している。北米最大の祭りはニューオリンズの「マルディ・グラ」（フランス語名

称で，「謝肉祭最後の日」を指し，カーニバルのこと）である。今日，300万人以上の

観客・聴衆・参加者を数える(CohenandCoffinl987:77-84)。そして，ついで大きい

行事はニューヨークでのＭａｃｙの感謝祭の行進である。これは200万人近い観客・聴

衆.そして参加者を動員する(ibid.:348-351)。カリバーナは，わずか25年のあいだ

にこれらにつぐ規模にまで成長したのである。

聴衆や参加者は，カリバーナの行進中は飲酒が公に認められている。カリバーナの

意匠を染めたティー・シャツを着，あるいはカリバーナのワッペンを付け，飲みなが

らカリプソなどの音楽にあわせて踊り，行進する。したがって，パレードの直接の参

加者だけでなく，見物人でさえ一時的に忘我の状況を創り出し，それに浸ることがで

きる。いいかえれば，参加者・見物人ともにコムニタスの状況を実現することができ

ることになる。そして，何時間ものパレードが終われば，三々五々市内に消えてい

く。
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表４カリバーナ・パレード見物人・参加者・バンド数の推移(1967-91）

年見物人参加者バンド
ｌ

５
８
ｍ
９
ｍ
咀
咀
？
？
巧
？
？
（
？
。
？
釦
？
？
翠
釦
泌
卯
粥
如
⑫
釦

1,000

1,400

1,500

7

1.500

2.000

２．０００

3,000

7

3,000

3.000

ワ

１．５００

，

３，０００

７

９

４，５００

5.000

6.000

6250

6,500

７，０００

7,500

30,000

７５，０００

８０，６４４

９５，０００

２５，０００

１００，０００

100,000

100,000

５０，０００

７

１００，０００

９

９

５０，０００

９

１００,0００

７

９

200,000

３００．０００

２７５．０００

５００，０００

550,000

750,000

1,000,000

1,200,000

1967

1968

1969

1970

1971

1972

1973

1974

1975

1976

1977

1978

1979

1980

1981

1982

1983

1984

1985

1986

1987

1988

1989

1990

1991

註：過去の見物人、参加者，バンドに側する公式の数字をカリバーナ実行委員会は有していな

い。したがって，数字は様ざまな新１１１１からの抜粋であり，その中には警察の発表によるも

の，あるいは部分的にカリバーブー実行委貝会によるものなどが含まれる。参照した新聞は

以下のものである：Contract;ＧＩｏｂｅａｎｄＭ【hil:Share;TorOntStar;WestlndianNewsand

ObServer．「参加者」とは，各バンドに付いて行進する仮装行列者を指している。「見物

人」は，仮装行列者やバンド・メンバー以外の人たちを指すが，ただたんに見たりljljいた

りしているだけでなく，音楽にのっで体を動かし，行列とともに行進している。！)新lHIな

どの公表数は50だが，４２しか観察できていない。表１では，４２バンドを記しておいた。
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４カリバーナの特殊性

（１）他の地域への影響

カリバーナの魅力は，カリブ海地域出身瀞が分布する北アメリカの他の地域にも影

瀞を与え，近年同種の祭りがあちこちで樅され，成功してきた。カリブ海地域出身者

はおもにトロントを含むオンタリオ州を舗頭に，モントリオールを含むケベック州に

も集中しているが，少数ながらも他の地域にも分布している（表５）。

表51986年カリブ海地域出身者の州別人ロ分布（20％標本資料）

N(l〔ＩＰＥｌＸＳＮＢＱｕｅＯｎｔＭｌｎＳａｓｋAｌｔａＢＣＹＴＮＷＴＣａｎａｄａ

130７０１２．９８０３０，０６０１１２６０２９０２，４５５１，２０５ ５４８，４７５2５

証：キューバ，ハイチ．ジャマイカ，プエルトリコ，そして他のカリプ海地域出身者のiii一

のＭＩ身地に関する回答に蟻づいている､ガイアナなどの南アメリカ大陸部は除く。statis、

tic5Canadaによる。

カナダ国内ではウィンザー（1988年開始)，ウイニペグ（1988年開始)，エドモント

ン（不詳ルモントリオール（]988ｲﾄﾞ開始）でも開雌され，大トロント圏内のハミル

トンでも「カリ・カン」という名の祭})が催されてきた。アメリカ合衆国内では，ニ

ューヨーク（1966年開始）をはじめデトロイト（1986年開始）やバッファロー（1988

年M1始）で催され，おおよそ成功している。’１１ざ界的にみればニューヨーク・ブルック

リンの「LaborDavCarnival｣，ロンドンの「Ｎ(DtlinRHillGatcCarnival」がカリバー

ナと並んで有名である。しかし，非力リブ海地域出身者をも巻き込んで著しく成長し

てきたのは，やはりカリバーナがだんとつである(Nunleyl988)。上記のカナダ各地

での類似の祭りの開催は，カリバーナに刺激されたものであり，そういう意味でもカ

リバーナは単なるトロントのカリブ海地域出身者の祭I)というだけではなく，北アメ

リカの多民族の祭りでもある。

（２）カリバーナの成功の理由

カリバーナがカナダ社会，とくにトロントで成功してきた理由としていくつかの点

が考えられる。一つは，カリブ海地域出身者が歴史的にもともと多民族出身者から

なっており，トロントのような多民族１１１身者からなる移民社会とそういう意味で類似

している。したがって，それだけトロントで受け入れられやすいということがある。

二つ目の点は，これがオープン・スペースで，しかも行進という形で行われる部分が

あり，誰でも気軽に参加できるという点にある。とくに，初年度から一貫して使われ
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てきた大学通りは，ビジネスや政治の中心地であり，通りは広くて行進に向き，交通

整理にも適している。1991年度から，有料のクローズド・スペースで実施されるパ

レードの部分もできたが，これもまだほんの一部でしかない。道路はある位置から別

な位置への移動に使われるが，日常から新たな日常への移行期（非日常）に該当する

カリバーナにはなくてはならない存在である。しかも，主だったビジネスや政治から

疎外されてきたカリブ海地域の人びとにとって，大学通りがカリバーナの舞台になる

ことは，日常の地位の逆転を実現できる最高の舞台ともなってきた。三つ目は，音

楽，踊りが祭りを最高潮に導く装置の中心になるが，音楽や踊りは容易に民族の境界

を越えて受け入れられるという性格をもっている。しかも，カリプ海地域の音楽とい

うものはアフリカ的な要素，ヨーロッパ的な要素だけでなく，その他の地域社会の多

くの要素の混交からなっているので，それだけに多様な民族出身者の心の琴線を揺さ

ぶることができるわけである。カリプソやソーカのような音楽は，一時的にであれ，

支配的な民族の時間的，空間的秩序を止めてしまう力をもっている$)。したがって，

祭りの参加者や見物人の間に存在する皮膚の色の違い，文化・社会経済的差異をも一

時的に忘れさせてしまい，誰もが同じ地平に立つことが可能になる。すなわち，コム

ニタスの状態が創出されるのである。四つ目は，連邦政府，州政府，市政府などの行

政の協力が得られたという点も大きいだろう。これは，カナダ憲法が多文化主義を標

ぼうしてきたので,その宣伝のためにも行政は積極的に協力するという側面があった

ことは否めないが。

五つ目は，カリバーナの会員資格が黒人・カリブ海地域出身者に限られているとい

う点である。これらの人たちに資格を限定することによってカリブ海的特徴が維持さ

れてきた。社会経済的に垂直モザイクの底辺以外の民族出身者にまで資格を開放すれ

ば，カリバーナの運営上の主導権がカリプ海地域出身者の手から離れ，結果的にカリ

ブ海的特徴も失われてしまいかねない。

トロントには年中様ざまな祭り・行事が催されているが，ポルトガル系，イタリア

系，中国系など他の民族出身者の祭りがカリバーナのように多くの人を引き付けるこ

とはかつてなかった。他の民族的な祭りは，それぞれがひじょうに閉鎖的・排他的な

祭りである。たいてい同民族出身者が密集している地域で行われる。したがって，そ

れだけに急成長するというようなこともないし，見物人をも巻き込んでコムニタスの

状況を作り出すということもない。

ただ，冬のサンタクロース・パレードは１日だけの催し物だが，７５万人ほどの見物

客を引き付け，それだけに協賛企業も１０以上にのぼってきた。しかし，見物人は子供
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が中心であり，さらに寒い冬の時期であるためにひじょうに開放的になり，精神的に

活性化できるというようなものではないようだ。

（３）カリバーナの経済的波及効果

カリバーナはこれへの参加者・見物人を精神的に活性化する効果を持つだけでな

く，トロントの経済界におおきく貢献してきた。ホテル，レストランといった観光関

連施設だけでなく，他の多くの分野に波及効果をもたらしてきた，という結果がカリ

ブ文化委員会の委託した調査結果に報告されている(DecimaResearchl991)。これに

よれば，1990年のカリバーナは145億カナダ・ドルもの額をトロントに落としたので

はないかとされている。この結果にあきらかに刺激され，1991年のカリバーナにはこ

れまでになく，多くの企業が協賛するという効果を生み出している。たとえば，

OntarioLotteryCorporation，MolsonBreweries，SilcorpLimited（Mac.ｓというコン

ビニエンス・ストアーの親会社)，Coca-Cola，TeleglobeCanada（電話会社）などが

代表的なものである。

５垂直モザイク社会から水平モザイク社会へ

カナダはカリブ海地域出身者だけでなく，インディアン．イヌイット，そしてメ

テイス（イギリス系白人とインディアンとの混血)の三者からなる先住民(ファースト・

ネーションを構成）をはじめとして，ひじょうに多くの異なった民族出身者からなる

社会である。連邦政府は懲法上この特徴を生かすためにも多文化主義を唱ってきた。

しかし，連邦レヴェルで実質的な影響力をもってきたのはイギリス系住民で，それに

ついでフランス系住民が位置している。他の様々な民族は，すでに述べたように多く

の要因に基づいておおざっぱに社会経済的に垂直的な序列を形成してきた。

1867年に建国されたカナダは，形式的には|日英領北アメリカ法によって1982年まで

縛られ，独自の憲法を持ち得なかった。このような状況の下で，トルドー政椛下の

1982年４月17日に新憲法が成立し，イギリスから実質的に独立することになった。し

かし，これを連邦の新謹法とするためにはカナダを構成している10州の議会での批准

が必要とされた。新憲法は，英仏両言語の実質的な公用語化を規定しているが，フラ

ンス系住民が過半数を占めるケベック州の特殊性をとくに認めているわけではなく，

その特別な権利を認めているわけでもない。「白い黒人」というような蔑称を与えら

れ，垂直モザイクの序列でつねにイギリス系の次ぎに位置してきたフランス系住民が

支配的なケベック州議会は，この新憲法を不当なものとして，批准しなかった。ここ
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にカナダの複雑な民族問題の一端をかいま見ることができる､)。

ケベック州の新憲法の批准を急ぐ連邦政府は，1987年４月30日，首都オツタワの郊

外ミーチ・レークでケベック州の主張を相当いれ，かつ諸州に立法における拒否権を

与えるというような政治的譲歩をしてしまった。ケベック州はすでに1986年に５項目

にわたる要求を連邦政府に提出し，それが受け入れられれば新憲法を批准するといっ

ていたのである。(1)ケベックがカナダで「特殊な社会」であることを憲法に明記する

こと；(2)カナダ最高裁判所判事をケベック州から少なくとも３名任命すること；(3)移

民の受け入れについての各州の権限の強化；(4)各州の管轄分野における連邦支出権を

制限し，費用負担計画に不参加の州には，財政的補償を行うこと；(5)州権にかかわる

憲法改正へのケベックの拒否権，がそれである。ミーチ・レークでは，ケベック州が

かねてから要求していたこれらの５点に加えて，(6)欠員になっている上院議員の任命

に対する当該州政府の影響力の行使；(7)憲法，経済，その他についての連邦一州首相

会議の少なくとも年１回の開催，の二点をD[|えて，「原則に関する声明草案」が起草

された(Dunsmuirl989:ｐｐ､13-19)。しかしこの合意による新憲法の修正案は，各

州の議会で批准期限の1990年６月23日までに可決される必要があった。最終的には，

この修正案(ミーチ・レークの合意)は批准されなかった。そのもっとも大きな障害と

なったのは（もっともこれはケベック州にとっての障害だったが)，マニトバ州議会

での1人のインディアン議員(エライジャ・ハーパー)の論理明せきな議論の展開と，

かれを支持し，先住民の権利の回復を訴え，州議会の建物を取り囲んだ先住民であっ

た。先住民の権利の回復を抜きにしたケベック州のフランス系住民のみの特殊な権利

の認知は，許されないというものであった（Johnson:1990)。

先住民は，先住民議会として土地権の回復，自治などの諸要求を連邦政府に訴えて

きた。異なった論理体系をもつものがそれぞれの要求を満すためには，互いに妥協す

るしかない。1991年夏期ブリティッシュ・コロンビア州ウイスラーとケローナで，先

住民代表者と連邦を構成する１０州の首相，そして連邦政府首相が対等な形で，カナダ

史上初めて憲法論議が開始された（Clobc＆Mzil紙，August27,1991)。「ケベックが

特殊な社会であることを主張するなら，わたしたちこそまさに特殊な社会を形成して

きたのだ」このようにして，ケッベクや先住民の新たな位置づけをめぐって議論が始

まったが，多文化主義をひょうぽうしているにもかかわらず，カリブ海地域出身者を

はじめとする他の少数民族についての憲法論議への参加はまったく触れられないまま

である。

しかしながら，それでもカナダは民族政策にかんしては気配りをみせる政策を採っ
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てきたようだ。増えつつある多民族からなる移民の受け入れには気を使い，移民の定

蒜過程についてもさまざまな施策を実施してきた。カリバーナヘの支援はその一環で

ある。しかし，真の多文化主義を実現するためには，垂直モザイクから水平モザイク

へと移行する必要があり，同じ地平線上での対等な民族の共存政莱が求められること

はいうまでもない。そのためにも個々の民族，出身地，文化などを越えた互いの妥協

も必要である。カナダ国民としての懲法，言語などの共有などはその－つであり，同

時にそのためには異なった文化をも尊重し，かつ自らの文化にプライドをもつことが

重要になってくる。

小括

本稿では，多民族からなる大都市，トロントでカリブ海地域出身者の祭り，カリ

バーナがどのような意味を持つのかを｢ｌＬＤに考察がなされてきた:＞カリバーナの持つ

意味は，多義的である。一つは，カリプ海地域出身者自身にとっての意味であり，自

分たちの「伝統」文化を子孫に伝達したいという目的の祭りであると同時に，民族的

なプライドを他の地域，あるいは民族出身者に誇示するための祭りである，という点

だ。長い間，他者から一方的にマイナスのメッセージ（社会的兼別）を送りつづけら

れ，マイナスの自己像を持たざるをえなかったカリプ海地域出身者，とくにアフリカ

系の人たちが，祭りを契機にこのマイナスの自己像をプラスに評価しだしたのであ

る。さらに社会経済的な民族の垂直モザイク構造の底辺に位置づけられ，どうしよう

もない状況で蓄積される不平，不満のはけ口としてもこの祭りが機能する，という浄

化装置としての意義も重要である。

さらに，それらのみではなく，この祭りが年々磯大になってきた背景には，カリブ

海地域出身者と同じような状況に置かれてきた他の移民，あるいは階層の人たちが参

加することによって，この人たちも祭りをつうじて精神的に再生を果してきたという

点があることも見逃すことができない。彼らに加えて，垂直モザイクの頂点に立って

きたイギリス系住民やその他の住民でさえも，すでに述べたようにカリブ海地域の

ボーダーのない音楽・踊りとオープン・スペース，そして踊りや音楽の醸し出す通過

儀礼の移行期に該当するコムニタス的状況に誘引されるがゆえに参加してきた。

そして，この祭りは人びとの精神的な活性化や統合の契機として機能してきたばかり

でなく，経済的にもトロントに大きく貢献し，都市の経済的な活性化にも機能してき

たことにも注目する必要がある。

新たな，様々な都市問題が生じてきた一方で，トロントのカリバーナは様々な民族
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出身者とその子孫を巻き込んだ大きな祭りに成長し，かれらを一時的にも同じ地平に

立たせることができるまでになった。これは，祭りが垂直モザイクの壁を突き崩し，

カナダの理想とする水平モザイク社会を創造する大きな契機となりうることを示唆し

ている。しかし，これからカリバーナがより大きい，かつ民族を越えた祭典としてま

すます成長していくためには，特定の民族や特定の文化に偏ったテーマから，一歩拡

大してテーマを設定する必要に迫られるにちがいない。

日本においても，大阪市生野区の在日朝鮮人・韓国人による生野民族文化祭が1983

年から，そして'990年の11月から「ワッソ」と称する在日朝鮮人・韓国人を中心とし

た祭りが在日朝鮮人・韓国人の手によって政治的境界を越えて定期的に催されてきて

いる。とくに，前者の影響によって同種の祭りが福岡，神戸市の長田，東京の荒川，

川崎市，名古屋においても実施され，京都でも1993年９月に計画されている。これら

の祭りはカリバーナと類似の意味をもつと考えられるが，この点に関しては別稿で明

らかにする予定である。

世界的に民主主義・平等主義の思想がますます高揚し，国民国家（１民族ｌ国家）

の普遍化の反動としてこれまで抑圧されてきた多くの民族の固有の権利の回復に関す

る主張が台頭してきたことは明らかである。多様な文化性を社会の成人が互いに認め

合い，かつそれらを部分的に共有し，しかもそうすることで同じ社会の成員であると

いう自覚を生み出す，という大きな力となることをカリバーナという祭りが教えてく

れる。

このようなカリバーナの事例は，２１世紀の「ポーダレス」時代と民族問題を考える

うえでひじように重要な示唆を与えてくれるだけでなく，民族問題に関しての比較文

化的視座をも与えてくれる。

註

1）調査は，1987年と1991年夏にトロントで実施された。とくに，後者の調査はカナダ政

府の1991-92FacultvResearchAwardProgrammeGrantによるものである。調査で

は，トロントのカリバーナ主宰者（カリブ文化委貝会）の常務理事ジヨアン・ピエー

ル女史や他のメンバーはじめ，多くの方の世話になった。ここにカナダ政府と調査で

お世話になったすべての皆さんに感謝の意を表する。本稿は，上記グラントの成果と

してカナダ政府に提出した報告瀞に手を加えたものである。また，1991年１０月10日，

東京大学における第45回日本人類学会・民族学会連合大会で「トロントにおけるカリ

ブ海地域出身移民の定着過程とかれらの祭り「カリバーナ｣の機能について」の題で研

究報告をしている（大会報告要旨34頁)。本稿第１節の「（１）祭りとコムニタス」の
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部分が，拙稿「｢社会主義か死か」－キューバ社会主義と観光一」（立命館史学１２

号，1991年）の第１節の「２観光と「コムニタス」の実現」と－部重複するが，こ

れは観光と祭りが類似の性質を持っていることを説明するために必要であったからで

ある。

2）アビゲイル．Ｂ・バアカンはこのような人たちの生活史を収集して紹介している

（Bakanl987L

3）そして，カナダ人の多くが観光客としてカリブ海地域へ毎年出かけるが，彼らをもて

なす現地人のもてなし方にも多少理111があるのかもしれない。これらの現地人（大多

数はアフリカ系住民）による観光客のもてなしには，かならずといってよいほどアフ

リカ的要素がステレオタイプ化して表現され，しかもホストが自分たちを卑下すると

いう点が強調されている。キューバを除く地域においては，観光客という外縁の不明

確な「異人」対現地人（とくにアフリカ系住民）の関係は，対等な個人対個人の関係

というよりも，むしろ歴史的に奴隷解放前のヨーロッパ系植民者対奴隷という関係が

形を変えたものでしかないようだ。奴隷制下では，植民者と奴隷の関係は，主人と日

’'１を剥奪され，強制的にサーヴイスを要求されるというものであった。奴隷解放後の

観光客とアフリカ系住民の関係は，「強制」に代わって「目''1意志に基づいた」「現

金」を介した関係に変身したにすぎない。「奴隷的」なステレオタイプを観光客(ゲス

ト)が期待し，一部の現地人(ホスト)が残りの大半の現地人と接触できない準閉鎖空

間（｢クラブ・メデイ（地中海クラブ)」のようなオール・インクルーシヴカ式の空間

やホテルなど）内でこのステレオタイプを減じることによって，ホスト・ゲスト両者

は不必要なエネルギー・コストの支出を避け，この地域の観光が成立してきた。これ

らの点にかんしては，1991年６１１８日南山大学における日本ラテンアメリカ学会第１２

回定期大会で「カリブ海地域の観光に関する諸問題」という題で筆者が報告してお

り，報告要旨が{]本ラテンアメリカ学会会報､0.38に掲載されている。

４）たとえば，キューバの舞踏音楽ルンバをめぐってダニエルは，同じような力の存在が

あることに言及している（ダニエル1991)。すなわち，ルンバは一時的にコムニタス

の状況を創り出すということである。

5）カナダの少数民族と国家の関係の一事例として，拙稿「日系カナダ人の｢北米文化｣適

応過程と｢国際化｣」筧文生・飛田就一編１９９０「国際化と異文化理解』法律文化社や

モホーク族と連邦政府の関係を考察した拙稿「われわれに，国を返してくれ」飯島茂

繍『せめぎあう民族と国家一人類学の視点から－』アカデミア出版（1993年春出版

予定）がある。本稿の「５垂直モザイク社会から水平モザイク社会へ」の部分は後者

「われわれに，国を返してくれ」の一部と内容的に重複することを断っておく。
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